
運 用 による W e b アプリケ ー シ ョ ン の 改良

平山か ほる ( 工 学部 技術部 情報 シ ス テ ムグル ー

プ)

1 . は じめ に

技術 部情報 シ ス テ ムグ ル
ー プ が開発 した W e b アプリケ ー シ ョ ン には 業務運用 ･ 管理 シ ス テ ムとネットワ

ー ク接 続 申請 ･ 登録 シ ス テ ム があり
､ 業務運 用 ･ 管理 シ ス テ ム に つ い ては 昨年 ､

一

昨年 の 技 術発 表 会で ､

また
､ ネ ットワ

ー

ク接 続 申請 ･ 登 録 シ ス テ ム に つ い ては 昨年 の 技術発 表 会で報 告 1)
,
2)

,
3) を行 っ て い る｡

今 回 は ､ 両シ ス テ ム とも1 年 以上 の 運 用を通 して 必 要とな っ た操 作機 能 の 改 良を行うとともに
､ 効 率的な

運用管理 を行うため の 動作環 境の 適 用や管理 ツ
ー ル の 利 用を行 っ た の で報 告する｡

2 . 業務運 用 ･ 管理 シ ス テ ム

2 . 1 . 概要

昨年 4 月 に技術部 が再組 織化され専 門性 の ある 6 グル ー プ によ っ て業 務依 頼を受 けることとな っ たが
､

技術部メ ン バ ー

の 居 室が 点在して い るた め業務依頼 をど の ように受 け
､
どの ように進 め るか

､
またグ ル

ー

プ 内メ ン バ ー の 意思表示 をどの ように行うか
､ と い っ た問題 を解決 するため に業 務運 用 ･ 管 理 シ ス テ ムを

開発 した o

本 シ ス テ ム は
､ 技術 部 が学 部 ､ 学科 ､

研 究 室など の研 究 分 野か ら業 務依頼 を受 け付 けるシ ス テ ム で

あるとともに
､ 受 け付けた依頼 業務の 運 用 ･ 管理 を行う W e b アプリケ ー シ ョ ン であるo シ ス テ ム の 操作メ ニ

ュ
ー

には 業務 依頼を行う場合 に依 頼者 が 使 用する依頼者 用( 図1) と受 け付 けた依頼 業務 の 運 用 ･ 管

理 を行う技術部メ ン バ ー 用( 図2 ) がある
o

2 . 2 . 改 良

2
. 2 . 1 . 操 作機 能

依頼 者用

依頼者 が業務依頼 を行う場 合 ､

"

こ の ような業務 を依頼 できる の であろうか ?
"

とか
"

どの ような業務 を

依頼できるの であろうか ?
"

と い っ た質 問 がある｡ そ こ で技術部 が 実 際に受 け付 けて い る ､ また は受 け付

けた依頼 業務の 内容を要約 したタイトル を年 度別 ､
グ ル

ー プ 別 に 実施 状 況と作 業 期 間を｢ 依頼 業務
一

覧｣ として表 示 した( 図 1 破線) o また
､
6 グル ー

プとは 別 に
一

部 の メ ン バ ー

が学生 実験 や講堂 の 機器 操

作というグル ー プ にも属 して い るた め ､ そ れらの 依頼業務 に つ い ても併せ て表 示した ｡

技術 部メン バ ー 用

完 了 した依頼 業務は ｢ 依頼 業務完 了リスト｣( 図2 点

線) に表 示 されるが ､ 年 度を重 ね ることにより表 示 され

るリス トが長くなり閲覧し難 い た め
､ 年 度 別 の 表示 とし

た ｡

また
､
U R L がわか ればデ ー

タ の 不 正 入 力 や改志を

行うことが 可 能 である o そ こ で｢ ユ ー ザ認 証｣ 機 能を追

加 した( 図2 破 線) ｡ 認 証 には デ ー

タ ベ ー

ス の テ ー ブ ル
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図 1 . 依頼者用メ ニ ュ ー



を使 用した P H P の B a si c 認 証を使

用して い るo

2
.
2

.
2

. 運用 管理

動作環 境の ア ップ デ ー

ト

業務依頼 の 入 力 があ っ た場合 ､
そ

の 内容 を調 査し業務担当者を決定

し
､ そ の 確認として｢ 業務依頼申 請 ･

実施確 認 書｣ を
､
また依頼 業務の 作

業 が完了 した場合
､
そ の 報告 書であ

る｢ 業務報告 書｣ を作成するが ､
これ

らを W e b 上 で表 示 ･ 印刷 するため に

P D F lib ( P D F 作 成の ため の ライブラ

リ) を使用 しており
､
シ ス テ ム構 築時

の 動作環境は O S : T u r b o L i n u x 8

図 2 . 技術部メ ン バ ー

用メ ニ ュ
ー

S e r v e r
､ W e b サ ー バ: A p a c h e

- 1
. 3 ､

ス クリプト言語: P H P - 4
.
2

､ デ ー

タ ベ ー

ス: P o s t g r e S Q L - 7 . 2 であり､

P D F lib
-

4 を使 用した
o
T u r b o L i n u x で は フ ァ イ ル の イ ン スト ー ル

､ 削除 ､ 設 定 ､ 更 新などに便利 なr p m

を採 用して い るため セ キ ュリテ ィホ
ー ル などがあ っ た場合 の ア ッ プデ ー

ト作 業は容 易 であるが ､ P D Flib
1

4

を使 用したためP H P だけは 叩 m パ ッ ケ ー ジを使 用できずソ ー

ス よりコ ン パ イ ル
､ イ ン スト

ー ル することとな

っ た
｡
P H P 関連 の セ キ ュ リテ ィホ ー ル が発 見されるとイ ン ス ト

ー

ル 時と同 様 の 作 業が 必 要となり操作ミス や

設 定ミス などが 生じやす い の で
､
P D F li b

-

6 に ア ッ プ デ ー

トしP H P も叩 m パ ッ ケ ー ジを使 用する こととした ｡

P D F lib - 6 を使用 する場合は 以下 の P H P 設 定フ ァ イ ル の 変更とそれ合 わせ た設 定が 必 要となる｡

【p b p .i n i 設定変更】

; D y n a m i c E x t e n s i o n s ;

; B E G I N
_

D Y N A M I C
_
E X T E N S I O N

e x t e n s i o n
= 1i b p df

_ p h p , s o

; P a t h s a n d D i r e c t o r i e s ;

; D i r e c t o r y i n w h i c h t h e l o a d a bl e e x t e n s i o n s ( m o d u l e s) r e s i d e .

e x t e n s i o n
_
d i r

- / p h p の 拡 張ディ レ クトリを指 定/

【変更 に合わせ た設定】

P D F li b -

6 を展 開すると1i b p d L p b p . s o というフ ァ イル が生 成される の で
､
P H P の バ ー ジ ョ ン に合 っ た

1ib p d L p b p . s o を選 択し
､
上 記 の e x t e n si o n

_
d i r で 設定 した ディレ クトリイに コ ピ ー を置く｡

以上
､
ア ップ デ ー

ト後 の 動作 環境は O S : T u r b o L i n u x 1 0 S e r v e r
､ W e b サ

ー バ: A p a c h e
- 2

. 0 ､
ス クリ

プト言語: P H P - 4 . 3
､ デ ー

タ ベ ー

ス: P o s t g r e S Q L - 7 . 3 となり､
全 て 叩 m パ ッ ケ ー ジを使用 した動作 環境

とな っ た ｡

デ ー

タ ベ ー

ス

本 シ ス テ ム にお い て の デ ー

タ ベ ー

ス 管理 は 主 に バ ックア ッ プ
, リス トア

､ 拡 張などが ある｡ 例え ば ､ リモ

ー ト操作 にてデ ー タ ベ ー

ス にテ ー ブル を追加 する場合 ､
デ ー タ ベ ー ス 管理 ツ ー ル 使 用以 前 は S S H によ
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表 1 . 業務運用管理 シ ス テム のテ
ー ブル 定義

デ
ー

タベ ー ス名 業務運用 . 管理 システム デ
ー

タベ ー ス

テ
ー ブル 名 調査担 当 調査報告 業務報告 依頼業務 業務担当

列 名

依頼ⅠD

グル - プl

グル ー プ9

メンバ ー 1

メン バ ー

3 0

依 頼ⅠD 依 頼ⅠD 依 頼ⅠD 依 頼ⅠD 童喜重責毎…

調 査 実 施 者 日 時 日 時 グル ー プ1

グル
ー

プ9

メン バ ー l

メン バ ー 3 0

調 査 日

実 施 内 容

使 用 機 器

予 算

作 業 場 所

年 間 業 務

開始 日

終 了 日

種 別

備考

葦豪華扉蚕

担 当 者

タイトル

報告

- .
- { = =

=

.

=

氏 名

所属

依 頼 内 容

打 合 日 時

打 合 場 所

E _ m ail

内 線

備 考

現 況( 調 査 担 当 者)

現 況( 業 務 担 当 者)

現 況( 完 了)

る接 続を行 い C U I ( C h a r a c t e r
-

b a s e d U s e r I n t e rf a c e) ベ ー

ス で の コ マ ンドライ ン 操作 を行 っ て い た た

め ､ 作業 にある程 度の 時 間を要したが
､ デ ー

タ ベ ー ス管理 ツ ー

ル を使用 することにより G U I( G r a p h i c al

U s e r l n t e rf a c e) ベ ー

ス の 操作 が可 能となり作 業時 間が短縮された｡

デ ー

タ ベ ー

ス 管理 ツ ー ル に はサ ー バ サイドで動 作させる p h p P g A d m i n とクライア ン トサイドで動 作さ

せ る p h p A d m i n Ⅲ を使 用 した o 動 作環 境の ア ップ デ ー ト前 は 前者を
､
ア ッ プ デ ー ト後 は後 者を使 用 し

て い る
｡
なぜなら

､ p h p A d m i n Ⅲ は P o s t g r e S Q L
-

7 . 2 以 下をサポ
ー

トしておらず ､ ア ッ プ デ ー

ト前 の 動

作環境 では使用 できなか っ た｡ p h p P g A d m i n を使 用 する場 合 ､
5 4 3 2 ポ ー

ト開けなければならない 上
､

プ ロ グラム が P H P で書かれて い るの ため A p a c h e の 設定 変更 が必 要 になるという理 由からア ッ プ デ ー

ト

後は p h p A d m i n Ⅲを使用 した｡

2 . 2 .3 . デ ー タ ベ ー ス の 拡 張

2 . 2 . 1 操作機 能 で行 っ た改 良に伴い デ ー

タ ベ ー

ス の 拡 張が 必 要とな っ た o 表 1 の 網掛 け文字 はテ
-

ブ ル または列 の 追加 を示 す｡ 調 査報 告テ ー ブ ル ま図 1 の破 線 で囲んだ｢ 依頼 業務
一

覧｣

の 業務タイトル を表示 するために追加 した｡ また ､ 技術部メ ン バ ー 用 の ｢ ユ ー ザ認 証｣ の ため に

- ブ ルを追加 した｡

3 . ネットワ ー

ク接続 申請 ･ 登録 シ ス テ ム

3 . 1 . 概 要

学内ネ ットワ
ー

クに接 続された 学部 内情報機 器 がウイ ル ス の 発 症などによりネ ットワ ー ク障 害を起こ し

た場合 ､ 学部 内ネ ットワ ー

ク委員 は 管理 情報(I P アドレ ス
､ 管理 者 ､ 連絡 先 ､ 情報機 器 設置 場所 など)

をもとに当 該機 器 をネ ットワ
ー

クから切り離さなけれ ばならな い
｡
そ こ で これらの 学部 内情報機 器 の 情報

を 一

元 管理 するため の シ ス テ ムを開発 した ｡

学 内ネ ットワ ー

クに情報機 器を接 続する場合 ､ ネ ットワ ー ク委員 によるネ ットワ ー

ク接 続 申請 が行 われ

るo 本 シ ス テ ム は
､
こ の ネ ットワ ー ク接 続 申請 を受 け付 け､

申 請 情報( 管理 情報) を登 録 し
一

覧できる

W e b アプリ
- シ ョ ン であるo 図3 に シ ス テ ム の 操 作メ ニ ュ

ー を示 すが
､
実 線で接続されたもの はネ ットワ

ー

ク接 続申請 を行う場 合 に使用 する申請者 用メ ニ ュ
ー

であり
､

一 点鎖線で接 続されたもの は 申請された情

報を登録 する管理 者用 の み の メ ニ ュ
ー

である｡ 本 シ ス テ ム の 特 徴 はデ ー

タ ベ ー

ス を2 つ に分 けることによ
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り､ 申 請 者の 操作ミ

ス が 本デ ー

タに及 ば

ない ようにしたo

3 . 2 . 改良

3 .
2

.
1

. 操 作機 能

改 良 した操 作 機

能 に つ い て は 図 3 に

点 線で 示 す ｡ こ こ で

は ､ 申 請者 ･ 管理 者

用 共 通
､
申 請 者 用

図 3 . ネ ッ ト ワ ー ク接続申請 ･ 登録 シ ス テム のメ ニ ュ
ー

( この 機 能 は管理者用 でも使 用可) および管理 者用 に分 けて報告 する｡

共通

ロ グイ ン 後 ､ 最初 に表 示される画 面(トッ プ画 面) で は全 面 に利 用機 能 が散在して い たの で
､
H T M L

の フ レ ー ム機 能を利 用し操作機 能と表 示 を分離 した o これ に伴い
､
｢ 接続

一

覧｣ の 下層 にあ っ たネ ットワ

ー

ク接続 申請 の機 能 を｢ 申請｣ として上 層 の トップ 画 面 に表 示 し
､ 操作性 の 向上 を図 っ た ｡

申請者用

登 録されたデ ー

タを検索し修 正 する場 合 ､
これまでは 検索された全 て の デ ー

タを更新するようにして

い たた め必 要 の ない デ ー タが含まれて い たが ､ 変更 の 必 要が ない デ ー

タは選択 しなければ更新 しない よ

うにした｡

接 続の 申請 入 力を行うと｢ 接続申 請
一

覧｣ に申請 内容 が表 示されるが
､ 申請者 は申 請 内容 が登録 デ

ー

タに更新されたか どうか の 確 認 をすることが できなか っ た の で
､
申 請状況 の 欄 を追加 しデ ー タ の 登 録

状況を表 示 した ｡

管理 者用

サ ー ビ ス 開始 当初 は全 て の 申請者が 同じ ユ
ー ザ名 を使 用して い たた め

､
ユ ー ザを特 定することができ

ず申請入 力の 確 認 ができなか っ たが
､ 各学科 別 に 申請者を ユ ー ザ登録 し｢ 申 請

一

覧｣ に表 示 した｡
これ

により､ 管理 者 はメ ー ル による確 認を行 っ て い る｡

こ の ほか シ ス テ ム に申請入 力 があ っ た場 合 ､ 管理 者 にメ
ー ル を送信 して通 知する機 能を追加 した ｡

3 .2 . 2 . 運 用管理

デ ー

タ ベ ー

ス

業務運 用 ･ 管 理 シ ス テ ム で述 べ たデ ー

タ ベ ー

ス管理 と同様 である｡

3 . 2 .3 . デ ー

タ ベ ー

ス の 拡張

3 .
2

.
1 操 作機 能 で行 っ た改良に伴 いデ ー

タ ベ ー

ス の 拡 張 が必 要とな っ た o 表 2 の妻は 追加 した列 を示

す｡ これらは｢ 申請
一

覧｣ 画面で 申請者と申請 状 況を表示 する｡
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表 2 . ネ ッ ト ワ ー ク接続申請 ･ 登録シ ス テ ムの テ ー ブル定義

4 . 今後 の 予 定

4 . 1 . 業務運用 ･ 管 理 シ ス テ ム

今 後 ､ 技術 部 の 再グ ル
ー プ

化を含む 再 編 に伴 い 個 人の 業

績評 価 ･ 時 間 管理 などが 導入

されるため 2 . 1 概要 で述 べ たよ

うにグ ル
ー プ を中 心 に 業 務依

頼を受 ける現 在の シ ス テ ム で

は 個 人 単 位の 担 当 業 務 内容

を把握 できない
｡ そ こ で ､

これら

の デ ー

タを追加 ･ 表 示 する シ ス

テ ム に拡 張する必 要 があるo

デ ー タベ ー ス 名 申 請 用 登 録 用

テ
ー ブル 名 車 請 者 申請l P アドレ c S V 形 式 ファイル 登 録ⅠP アドレス

列 名 申請 者ⅠD l P ア ドレス1 ファ イル 名 ⅠP アドレス

パ ス ワ ー ド [P アドレス 2 コ メント 管 理 者 名

申請 者 名 管 理 者 名 学 科 名 設 置 場 所

設 置 場 所 申 請 日 時 メ ー

ル

メ ー

ル 垂憂藁衰 電話

電 話

学 科 名

申 請 者lD

申 請 者 名

申 請 日 時

その 他

垂重量蚕

垂褒章≡≡承

学 科 名

申請 者ⅠD

申請 者 名

4 . 2 . ネ ットワ
ー

ク接続 申請 ･ 登録 シ ス テ ム

申請された 内容を本デ ー

タに 登 録する前 に申請者 に入 力確 認を行 っ て い る｡ そ の 際 ､
申請 内容から

メ
ー

ル を作成する の であるが
､
これらを申請 デ ー

タから生成する機 能を追加 する予 定である｡ また 申請 方

法 には3 方法あり
､
C S V 形式 デ ー

タによる申請と他 の 申請との 整合 性を図 っ て いない ため
､ 同

一

申請者

による重複を防止 する機 能を追加しなければならな い
｡

5 . まとめ

今回 ､ 運用 をとお して技術部 情報 シ ス テ ム で 開発 した業務 運用 ･ 管理 シ ス テ ム とネ ットワ ー ク接続 申

請 ･ 登 録 シ ス テ ム の 機能 お よび 動作環 境 の 改良を行 い W e b アプリケ ー シ ョ ン として の 完 成度が 高ま っ た
D

今後 ､ 技術 部情報 シ ス テ ム グ ル
ー

プ は これらの シ ス テ ム の み にとどまらず ､ 新たなシ ス テ ム の 開発 を行 い

個 々 の ス キ ル ア ッ プを行う必 要 がある｡
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